
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ９２ 号 
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日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

コキアの丘ライトアップ 
撮 影 者：中村 洋 
撮 影 日：2024年９月 30日 
撮影場所：国営ひたち海浜公園みはらしの丘  
撮影余話： 

ひたち海浜公園には春はネモフィラ、秋は
コキアが美しく多くの人が訪れますが、夏に
は 12 年前からコキアのライトアップが行わ
れるようになりました。軽快な曲にあわせて
緑のコキアを照らす光のページェント、夜空
にサーチライトが演出されます。丘全体が音
楽と鮮やかな色に染まりとても感動的です。
やがて暑い夏も終わりコキアは赤色へと次第
に秋めいてきます。 

第123回 茨城支部総会 
１．日時：2025 年５月 23 日(金) 10:30～13：00  
２．場所：ホテル天地閣(日立市) 
３．出席者：79名(含来賓２名) 
４．総会:中山副支部長の司会で次の通り進められた。 
①物故者への黙祷：昨年の総会以降の 1 年で 44 名
の方が亡くなられ、黙祷を捧げてご冥福をお祈り
した。 

②田中支部長ご挨拶：昨年に続き多くの会員の参加
で今年も総会が開催できたことは喜ばしい。日本
経済は 40 年周期で
競争力をつけてき
た。私たちも健康で
社会参加していきた
い。本日は久しぶり
の懇親を深めていた
だきたいとのご挨拶
があった。 

⑤監査報告：瀧澤監事より支部及び同好会の決算報
告について適正である旨の報告があった。 

⑥米寿・喜寿到達者の紹介：米寿は 43名(内出席者
4 名)、喜寿は 19名(内出席者 1名)が紹介された。 

５．会社概況説明： 
   ご来賓の町田浩一日立事業所長より、会社の経

③支部活動報告：滝田副支部長より、2024年度の会
員勧誘の強化や支部便りの発行に関する改定に
ついて報告があった。 

④同好会活動報告：若島同好会幹事長より、令和７
年度の新体制や 10 グループの同好会活動状況に
ついて、写真を使っての報告があった。 

営状況、新体制や
茨城県内の各事
業所の概況とト
ピックス等をご
説明いただいた。 

６．懇親会： 
滝田副支部長

司会のもと、出席
された会員を代
表して谷越敏彦
氏(92 歳)のご発
声で乾杯後、懇親
会が開始された。 
座席を出身事

業所や同年代ご
ととしたことで、
会員相互に近況
報告や情報交換
をするなど、和気
あいあいとした
雰囲気の中で懇
親が深められた。 
最後に瀧澤監

事のご発声で万
歳三唱が行われ、
閉会後に再会を
誓って散会した。 瀧澤監事のご発声で万歳三唱 

田中支部長ご挨拶 

 

和気あいあいとした懇親会 

谷越氏のご発声により乾杯 

町田事業所長と田中支部長 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/
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会員投稿 (第９２回 ) 

キリマンジャロに行ってきました 
６０歳からは心を入れ替え趣味にも全力    原田 清 

原
田 

清
氏 

連
絡
先 

3
19-1

417

日
立
市
か
み
あ
い
町2-8-

4 
h
arad

a.ki
yosh

i@ic
loud

.com
 

写真３ キリマンジャロへの道 写真４ 頂上到着 

一
番
つ
ら
い

と

こ

ろ

で

す
。
こ
こ
で

登
頂
断
念
の

方
も
出
て
き

ま
す
。 

尾
根
の
ギ

ル
マ
ン
ズ
ポ

イ
ン
ト
か
ら

ウ
ル
フ
ピ
ー

ク5,
895m

ま

で
は
歩
き
や

す
い
道
で
す

が
、
さ
す
が

に
半
分
寝
起

き
の
よ
う
な

気
分
で
歩
き

ま
す
。
山
頂

で
大
は
し
ゃ

ぎ

し

た

後

(

写
真
４)

、

下
山
は
高
速

で
す
。
下
る

に
つ
れ
て
体

調
が
よ
く
な

っ
て
く
る
の

で
登
り
の
半

分
の
時
間
で
下
山
で
き
ま
す
。 

あ
と
が
き 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
登

山
で
し
た
。
こ
の
年
以
降
も
元
気
な
う
ち

に
好
き
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
心
に
決
め
、

今
で
も
年
１
、
２
回
は
し
っ
か
り
自
分
の

た
め
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
も
一
歩

踏
み
出
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

で
黙
っ
て
歩
け
と
い
う
指
導
で
す
。
ツ
ア

ー
仲
間
は
そ
れ
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
す

が
、
現
地
ガ
イ
ド
の
人
は
そ
ん
な
こ
と
お

構
い
な
し
な
の
で
、
私
も
気
を
許
し
、

4
,000m

を

過
ぎ
て
も

ず
っ
と
現

地
ガ
イ
ド

の
方
と
現

地
の
暮
ら

し
や
日
本

の
紹
介
な

ど
を
話
す

の
で
ガ
イ

ド
に
に
ら

ま
れ
ま
し

写真２ ガイドたちと食事 

た
。
山
小
屋
の
食
事
は
、
現
地
食
事
係
の
方

が
先
に
山
小
屋
に
到
着
し
暖
か
い
ス
ー
プ

な
ど
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す(

写
真

２)

。 

４
日
目
は
森
林
限
界
を
超
え
た
気
持
ち

の
良
い
ル
ー
ト
で
す
。
残
念
な
が
ら
ピ
ー

ク
に
は
雲
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ず

っ
と
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
が
私
た
ち
を
見
下

ろ
し
て
い
ま
す(

写
真
３)

。
10

km
の
工
程

で
す
が
高
所
の
た
め
か
な
り
ゆ
っ
く
り
と

登
り
最
後
の
山
小
屋
キ
ボ
ハ
ッ
ト

4,70
0m

に
到
着
し
た
の
は
夕
方
で
し
た
。
こ
こ
で

４
時
間
ほ
ど
仮
眠
し
て
暗
い
う
ち
に
ア
タ

ッ
ク
で
す
。
し
ば
ら
く
富
士
山
の
砂
走
の

よ
う
な
と
こ
ろ
を
約1

,000
m

登
り
ま
す
。

ド
の
厳
し
い
指
導
が
入
っ
て
き
ま
す
。
毎

朝
、
現
地
ガ
イ
ド
が
洗
顔
用
に
洗
面
器
に

ぬ
る
ま
湯
を
入
れ
て
山
小
屋
ま
で
運
ん
で

く
れ
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
で
頭
を
洗
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
頭
が
冷
え
て

体
調
を
崩
す
、
す
ぐ
に
乾
か
せ
！
と
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
ツ
ア
ー
仲
間

は
下
山
す
る
ま
で
誰
一
人
頭
は
洗
い
ま
せ

ん
。
ま
た
話
を
す
る
と
呼
吸
が
乱
れ
る
の

ー
ト
に
マ

イ
ク
ロ
バ

ス

で

移

動
。
ゲ
ー

ト
で
か
な

り
し
っ
か

り
と
入
山

申
請
を
行

い
ま
す
。

と
い
っ
て

も
ガ
イ
ド

が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
登
山
口
に
は
わ
か

り
や
す
い
看
板
が
あ
り
、
最
高
峰
の
ウ
ル

フ
ピ
ー
ク(

標
高5

,895
m)

ま
で
34

km(
19

h)

と
書
い
て
あ
り
ま
す(

写
真
１)

。
私
た

ち
は
、
登
り
４
泊
、
下
り
１
泊
の
計
山
小
屋

５
泊
６
日
で
ア
タ
ッ
ク
し
ま
す
。 

初
日
は
樹
木
の
中
を
進
み
ま
す
。
途
中

２
、
３
泊
目
の
ホ
ロ
ン
ボ
ハ
ッ
ト(

標
高

3
,720

m)

で
は
連
泊
し
、
近
く
の
ゼ
ブ
ラ
ロ

ッ
ク(

標
高

4
,150

m)

ま
で
日
帰
り
ハ
イ
キ

ン
グ
で
高
所
順
応
で
す
。
こ
の
辺
か
ら
富

士
山
を
超
え
る
標
高
な
の
で
日
本
人
ガ
イ 写真１ マラングゲート キリマンジャロ登頂ルート 

は
60
歳
の
定
年
の
時
に
、
か
ね
て
か
ら
の

趣
味
の
登
山
で
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
行
き
を

決
行
し
ま
し
た
。
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
は
皆

様
ご
存
じ
の
通
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
位
置
し

5
,895m

の
ア
フ
リ
カ
の
最
高
峰
で
す
。
当

時(20
17

年
８
月)
を
振
り
返
り
な
が
ら
登

山
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

登
頂
準
備 

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
入
山
は
必
ず
ガ
イ
ド

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
無
難

に
日
本
語
の
ガ
イ
ド
が
つ
く
ア
ル
パ
イ
ン

ツ
ア
ー
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
、
現

地
の
ポ
ー
タ
、
山
小
屋
の
宿
泊
費
、
ポ
ー
タ

へ
の
チ
ッ
プ
、
下
山
後
の
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア

ー
な
ど
す
べ
て
含
め
て
全
行
程
70
万
円
弱

で
す
。
我
々
は
日
本
人
８
人
の
ツ
ア
ー
で

す
。
事
前
に
高
所
順
応
す
る
よ
う
指
導
が

あ
り
、
出
発
前
に
富
士
山
に
ニ
度(

内
一
度

は
富
士
登
山
競
争)

登
っ
て
お
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
中
に
使
用
す
る
ダ
ブ
ル
シ
ュ
ラ
フ

は
現
地
で
準
備
、
着
替
え
等
の
荷
物
も
ポ

ー
タ
が
運
ん
で
く
れ
る
と
い
う
の
で
、
私

は
行
動
用
の
35
㍑
の
軽
ザ
ッ
ク
と
、
ポ
ー

タ
に
お
願
い
す
る
80
㍑
の
ス
タ
ッ
フ
バ
ッ

ク
を
持
参
し
ま
す
。 

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
頂 

成
田
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
経
由
で
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
国
際
空
港(

標

高
約8
00m)

に
着
き
、
登
山
口
近
く
の
ロ
ッ

ジ
ま
で
約
２
時
間
の
バ
ス
移
動
、
ロ
ッ
ジ

の
庭
木
に
は
子
供
く
ら
い
あ
る
オ
オ
ト
カ

ゲ
が
居
座
っ
て
お
り
さ
っ
そ
く
ア
フ
リ
カ

感
満
載
で
す
。 

翌
朝
、
約
１
時
間
で
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

国
立
公
園
の
標
高1,

879
m

の
マ
ラ
ン
グ
ゲ

は
じ
め
に 

皆
様
、
初
め
ま
し

て
、
82
年
入
社
の
原

子
力
開
発
部
の
原
田

清
と
申
し
ま
す
。
私



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

３ 

リレー随筆（９２） 

DHME OB会＠大連      原 孝司 

今年５月の連休中に、中国・大連にあ
った現地法人大連日立機械設備有限公
司(DHME)の OB 会参加のために、５年ぶ
りに大連に行ってきました。 
DHME は中国の原子力 PJ 秦山Ⅲ期向け

の復水器などのタービン補機の製造を
目的として、1997 年に甘井子に国営 523 廠と日立との
製造合弁会社として設立されました。2001年以降は独
自に中国国内の石化製品や原子力製品の市場に参入で
き、2005年には独資化となりました。その後 2012年頃
には甘井子工場の他、金州分工場と三十里堡新工場を
擁するまでになりましたが、中国経済の減速に伴い、
2015 年の金州分工場閉鎖、2017 年の甘井子工場閉鎖に
続き、最終的には 2018 年に三十里堡の新工場も閉鎖
し、今年 3月に会社清算も完了しました。 
この DHME 会社清算完了の節目に、ちょうどビザなし

での中国渡航が可能になったことから、大連での OB 会
を計画しました。OB会は５月４日朝から第１部(午前)
旧甘井子工場と旧三十里堡工場の見学、第２部(午後)
旅順と大連市内観光、第３部(夜)中国人元幹部社員と
の懇親会の３部構成で行いました。甘井子工場は売却
先の分工場となり、隣接地には華能電力の発電所と海
浜公園ができ、すっかり様変わりしていました。また
大連の中心部と甘井子をつなぐ海底トンネルが開通
し、市内から甘井子への移動が大変便利になっていま
したが、三十里堡工場はがらんどう状態で、周辺も空

参加し、久方
ぶりの白酒の
乾杯は食道が
焼けました
が、往時同様、
大変盛り上が
り、また数年
後に大連でOB
会をやろうと
いうことにな
りました。 

き地だらけのままで、少々寂しい風景でした。夜の懇
親会には日本から８名、中国人元幹部、従業員 20名が

DHME OB 会に集まったメンバー 

大連はかつて北方の香港と呼ばれた遼寧半島の港湾
商業都市で、40 年間の日本統治の歴史を物語る大連駅、
関東州庁舎、ヤマトホテル、満鉄本社等日本統治時代
の建造物が現役で使われ、日本に親近感を持つ人も多
い、中国では特殊な都市でした。また大きすぎず、小さ
すぎない適度な大きさで、日本語が通じ、日本人向け
のホテル、料理店、カラオケ等も数多く、日本人にとっ
て一番生活し易い都市でした。今回５年ぶりに来てみ
ると、街並み自体大きな変化はないのですが、以前の
大連の空気とは何か違う、居心地の悪さを感じました。
それは５年の歳月もありますが、日本の存在感が薄れ
てしまっていることでした。大連居留者、出張や観光
に来る日本人も激減してしまえば、それもやむなしで
しょうが、寂しい限りです。 

日立社友クラブ理事会・茨城支部役員会報告 

＊第 74期第４回日立社友クラブ理事会報告  
・９月４日に開催された。 
・本部会員総数は 7,391名(前年同期比 74名増)。 
・今年度の社友クラブ総会は 10月３日(金)にホテル
ニューオオタニにて実施することになった。 

 第 75回を記念して、「高尾家寄贈アルバムより、総
会の歴史を見る」など特別展示を行う予定。 

＊2025年９月茨城支部役員会報告 
・９月 18 日(木)大みか拠点にて実施した。  
・支部入会申込者６名の入会が承認され、会員数は 

846名となった(前年比 27名減)。  
・支部便りの会員による地域配達を廃止し、これまで
配達した会員へは、今号より郵送にてお届けする。 

年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方には、個

別に振込用紙を同封しますので、納入くださるよう
お願いします。 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
大平 光生 令和 06年 06 月 27 日 満 86歳 
小笠原三留 令和 06年 10 月 15 日  満 84歳 
鎌田 譲  令和 06年 11 月 04 日  満 87歳 
益冨 文男 令和 06年 11 月 09 日 満 95歳 
植西 晃  令和 06年 12 月 12 日 満 91歳 
三木 實   令和 07年 02 月 17 日 満 98歳 
大林 俊光  令和 07年 02 月 18 日 満 84歳 
大竹 三雄 令和 07年 04 月 15 日 満 86歳 
山崎 晋資 令和 07年 04 月 25 日 満 95歳 
三澤 通宏 令和 07年 06 月 02 日 満 87歳 
高橋 健躬 令和 07年 06 月 08 日 満 83歳 
嶋原 奉文 令和 07年 07 月 09 日 満 82歳 
河合 彰  令和 07年 07 月 21 日 満 79歳 
吉田 勲  令和 07年 07 月 28 日 満 85歳 
奥村 清  令和 07年 09 月 10 日 満 72歳 
神谷 宏之 令和 07年 09 月 16 日 満 82歳 

 

｢会員投稿｣、｢リレー随筆｣執筆者募集 
支部便りの｢会員投稿｣、｢リレー随筆｣の執筆者を

募集しています。自薦、他薦は問いません。執筆者
候補を中村浩三(kozo@nakamura.email.ne.jp)まで
連絡をお願いします。 

支部便り発行回数改定のお知らせ 
 支部運営の財政健全化、編集作業の負担軽減
等を目的に、発行回数年４回を今年度から年２
回 (４月・10 月発行)としました。なお、同好
会活動報告などの記事は４月号でまとめて報
告しますので、何卒ご理解とご協力をよろしく
お願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ名 
実施予定日(曜日) 

場   所  時 間  備   考  
11 月 12 月 R8/1 月 2 月 3 月 4 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

24(月) 
小山 
ダム 

15(月) 
久慈川 
河口 

12(月) 
海浜 
公園 

10(火) 
涸沼 

9(月) 
高戸 
海岸 

27(月) 
奥久慈 

左記参照。 
詳細は茨ネッ
トで連絡。 

9:00～ 
12:00 

雨天中止 
参加費：\300/回 

囲碁の会 

日立地区 
12(水) 
26(水) 
28(金) 

10(水) 
大会 
19(金) 
24(水) 

14(水) 
23(金) 
28(水) 

25(水) 
27(金) 

11(水) 
大会 
25(水) 
27(金) 

8(水) 
22(水) 
24(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回、 
大会：\1500 
(昼食費含む) 

勝田地区 
20(木) 18(木) 

15(木) 
大会 

19(木) 26(木) 
16(木) 
大会 

大島コミュニ 
ティセンター 

9:00～ 
参加費：\200/回 
大会：\700 

料 理 教 室 24(月) 22(月) 26(月) 23(月) 30(月) 27(月) 
らぽーる 
ひたち 

9:30～ 
12:00 

参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
5,12, 
19(水) 

3,10, 
17(水) 

7,14, 
21(水) 

4,11, 
18(水) 

4,11, 
18(水) 

1,8, 
15(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費,会場費等 
年会費：\6000/年 

デジカメ  4(火) 2(火) 6(火) 3(火) 3(火) ７(火) 大みか拠点 
10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真 五七五 7(金) 5(金) 9(金) 6(金) 6(金) 3(金) 大みか拠点 
9:30～ 
13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 25(火) 23(火) 27(火) 24(火) 24(火) 28(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\500/回 

注1） 旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。 

注2） 各グループの連絡先： 野鳥・自然観察（古林克己：0294-43-7225）、囲碁（真鳥岩男：0294-74-5285、七海清：

029-273-8450）、料理教室（並木慎一郎：029-283-1476）、卓球（宮原養治侶：0294-53-6147）、デジカメ（溝口

忠憲：029-219-6576）、写真五七五（細江徹：0294-42-9126）、勝田パソコン（佐々木六漏：029-275-2567）          

  

同好会の行事ご案内(11月～R8/4 月） 

編集後記 茨城支部便りの発行を本年度から年２回
(４，10 月)に変えました。半年分の同好会行事案内の
掲載などで従来同様会員の同好会活動に資する情報提
供に努めます。 
本号では、原田様から「趣味にも全力！」にと取り組

んでおられる体験記事と「一歩踏み出して楽しん
で！！」の提言をいただいています。原様からは「大連
DHME の OB 会」参加報告を通じて社会の変化を伝えて
いて、主体的な社会参加の重要性を実感させられてい
ます。               瀧澤 照廣 

４ 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

２．歩こう会 
第 103回歩こう会【里根川から五浦海岸を歩く】 

・開 催 日：令和７年 11月 14 日(金)雨天 11月 21 日(金) 

・集  合：大津港駅 午前９時 30 分 
・コ ー ス ：大津港駅を出発し、里根川沿いを歩き、大

津漁港を経て五浦岬公園で昼食を取り、
五浦美術館まで歩きます。全長 5.6km 

・申込締切：11月７日(金) 
・申 込 先：石橋康正 
・Tel/Fax：0294-37-0439/0294-37-3725 
・E-mail  ：yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 
  第 104回歩こう会【磯部、桜川の山桜散策】 
・開 催 日：令和８年４月３日(金)雨天４月 10 日(金) 
・集  合：水戸線羽黒駅 午前９時 40 分 
・コ ー ス：羽黒駅を出発して千年の歴史を誇る桜の

名所、櫻川磯部稲村神社、磯部桜川公園
(昼食)他を歩きます。全長 6.4km 

・申込締切：令和８年３月 27日(金) 
・申 込 先：小野瀬秀夫 
・Tel/Fax：029-282-4124 
・E-mail  ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 
 

１．第 94回研修会 
【那須・大田原地方の歴史探訪】 

那須地方は全国でも有数の古墳の密集地である。
大田原市にある全国で７番目に大きい前方後円墳で
ある侍塚古墳群、国宝「那須国造碑」をご神体として
祀られている笠石神社、重要文化財の那須神社、なす
風土記の丘湯津上資料館などを参拝、見学します。 
 

・開 催 日：令和７年 11月 19 日(水) 
・集  合：大みか駅前(東口)     8：00  
      日立南ドライブイン   8：15 
・帰  着：大みか駅前(東口)  17：00頃の予定 
・会  費：9,000 円の予定(バス､昼食代､他) 
・募集人員：25名(20 名以上の参加で実施) 
・申込締切：10月 15日(水)  
・申 込 先：石田和夫 
・Tel/Fax ：0294-34-0209 携帯 080-5087-2555 
・E-mail  ：ishida.kazuo@nifty.com 

第２１回デジカメ写真展のご案内 
デジカメクラブ、写真五七五グループ、野鳥・自然

観察グループ合同の写真展を下記の日時、場所にて開
催します。四季折々の風景や風物詩写真、一枚の写真
から連想される句を添えた作品、県内外で観察された
野鳥の写真など、多数展示されます。 
・日時：11 月９日(日)～11 月 13 日(木) 
9:00～17:00 (９日は 13:00 から、13 日は 15:00まで)  

・場所：多賀市民プラザ １階ギャラリー  
メンバー一同、多数の皆さまのご来場をお待ちして

います。 


